
　

本
市
の
人
口
は
２
０
０
０
年
を

ピ
ー
ク
に
減
少
を
続
け
、
令
和
７
年

５
月
１
日
時
点
で
、
９
６
︐
７
０
３

人
と
20
年
間
で
お
よ
そ
１
万
人
減
少

し
て
い
ま
す
。
直
近
10
年
間
の
社
会

動
態
を
み
る
と
、
特
に
若
年
層
は
都

市
部
へ
の
転
出
超
過
が
大
き
く
本
市

の
人
口
減
少
の
一
因
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
近
年
は
、
婚
姻
数
や
出

生
数
も
減
少
傾
向
に
あ
り
少
子
化
も

加
速
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、

生
ま
れ
る
子
ど
も
を
増
や
す
自
然
減

対
策
は
も
ち
ろ
ん
、
転
出
超
過
を
減

ら
し
転
入
す
る
人
や
関
係
人
口
を
増

や
す
社
会
減
対
策
が
重
要
で
す
。

　
本
市
は
令
和
５
年
度
に「
鹿
屋
市
人

口
減
少
対
策
ビ
ジ
ョ
ン
」を
作
成
し
、

「
２
０
６
０
年
ま
で
に
９
万
人
程
度
の

人
口
を
維
持
す
る
」こ
と
を
目
標
に
、

順
次
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
特
集
で
は「
若
者
と
女
性

に
も
選
ば
れ
る
ま
ち
」に
な
る
に
は
ど

う
す
れ
ば
よ
い
か
、
と
い
う
視
点
で

人
口
減
少
を
解
決
す
る
た
め
の
ヒ
ン

ト
を
探
り
ま
し
た
。
じ
わ
じ
わ
と
、

し
か
し
、
確
実
に
迫
る
人
口
減
少
。

ど
う
か
他
人
事
に
せ
ず
、
一
緒
に
考

え
る
契
機
と
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

鹿
屋
市
の
未
来
を

鹿
屋
市
の
未
来
を

市
民
と
共
に
考
え
た
い

市
民
と
共
に
考
え
た
い

帰りたくなる・選んでもらう
　　　　未来の鹿屋像を探る  「若者と女性にも特

　
集

　選ばれるまち」を

　目指して

　全国的に進む人口減少の中、本市においても若年層
の転出超過が進行し、その対策が急務となっています。
　この課題の解決のためには、まずは自治体のみなら
ず、地域の事業者や住民が課題意識を共有する必要が
あります。人口減少の課題とその解決策について、もう
一度考えてみませんか。

問 市政策推進課　TEL 0994-31-1125

【写真】 ～ 建築中の新居で ～
2年前に埼玉県から鹿屋へ移住した神

かんだ
田さんご家族。鹿屋での暮らしや

家族関係の変化について、お話を伺いました。（Ｐ８参照）

「若者と女性にも

選ばれるまち」を

目指して

特
　
集

　

鹿
屋
市
の
将
来
推
計
人
口
と
年

齢
３
区
分
別
人
口
割
合
の
変
化
を

見
る
と
、
総
人
口
の
減
少
に
加
え
、

２
０
５
０
年
に
は
15
～
64
歳
の
割
合

が
半
数
を
下
回
り
、
65
歳
以
上
の
割

合
が
４
割
弱
を
占
め
る
と
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
人
口
減
少
と
人
口
構

成
の
変
化
は
産
業
、
教
育
、
医
療
・

介
護
、
地
域
社
会
、
公
共
サ
ー
ビ
ス

等
に
多
大
な
影
響
を
与
え
る
と
と
も

に
、
ま
ち
の
活
力
低
下
に
つ
な
が
り
、

さ
ら
に
人
口
減
少
が
加
速
す
る
と
い

う
悪
循
環
を
招
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

具
体
的
な
影
響
と
し
て
は
、

①
高
齢
化
の
進
行
と
労
働
力
不
足
に

　

よ
り
地
域
産
業
の
維
持
と
公
共
サ

　

ー
ビ
ス
の
提
供
に
支
障
が
生
じ
る

②
地
域
経
済
規
模
の
縮
小
に
よ
り
消

　

費
活
動
が
低
迷
し
商
業
施
設
や
サ

　

ー
ビ
ス
業
が
影
響
を
受
け
る

③
教
育
・
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
維

　

持
が
困
難
に
な
る

④
税
収
が
減
少
し
道
路
等
の
イ
ン
フ

　

ラ
の
維
持
管
理
が
困
難
と
な
る

⑤
地
域
活
動
の
担
い
手
不
足
に
よ
り

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
が
困
難

　

に
な
る

な
ど
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

人
口
減
少
の
影
響

人
口
減
少
の
影
響

藤
ふ じ た

田 聖
せ い じ

二 企画戦略部長

令和２年４月から同職。県の経済動向や人口デー
タを調査・分析する機関として、令和５年度「鹿
屋市人口減少対策ビジョン」策定に関わる。

Data株式会社 九州経済研究所 
執行役員

人口減少で重要なのは
「ここで暮らしたい」を
地域一体で創造すること

Interview

※今の仕事に生かしたり、新たな職に就いたりするために
　新しいスキルを習得すること。

　

人
口
減
少
対
策
と
し
て
人
口
構
成

の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
を
解
消
し
、
地
域
に

活
力
を
取
り
戻
し
て
い
く
た
め
に
は
、

「
若
者
と
女
性
に
も
選
ば
れ
る
」ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
取
り
組
み
と
し
て
は

「
定
住
」だ
け
で
な
く「
関
係
人
口
」を

増
や
す
視
点
も
重
視
し
、

若
者
・
女
性
に
選
ば
れ
る

若
者
・
女
性
に
選
ば
れ
る

ま
ち
に
な
る
に
は

ま
ち
に
な
る
に
は

将来推計人口と年齢３区分別人口割合の変化
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2020年 2050年
 0～14歳割合 15.0% 12.8%

15～64歳割合 55.1% 49.3%
 65歳以上割合 29.9% 37.9%

①
多
様
な
働
き
方
と
キ
ャ
リ
ア
支
援

　
の
推
進

②
教
育
と
学
び
の
機
会
の
充
実

③
暮
ら
し
や
す
い
環
境
の
整
備

④
地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
情
報
発
信

の
４
つ
を
柱
と
す
る
包
括
的
ア
プ
ロ
ー

チ
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、

①
地
元
企
業
の
魅
力
発
信
、
起
業
支

　

援
、
テ
レ
ワ
ー
ク
環
境
の
整
備

②
保
育
・
教
育
施
設
の
充
実
や
キ
ャ
リ

　

ア
教
育
の
推
進
、
※
リ
ス
キ
リ
ン
グ

　
の
支
援
な
ど

③
子
育
て
支
援
の
充
実
、
若
者
の
居

　

場
所
づ
く
り
や
移
住
者
サ
ポ
ー
ト

　

な
ど
の
推
進

④
各
種
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
Ｙユ

ー

チ

ュ

ー

ブ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
の

　

活
用
、
音
楽
や
ア
ー
ト
等
の
地
域

　

カ
ル
チ
ャ
ー
の
育
成

が
そ
れ
ぞ
れ
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
市
の
特
性

を
活
か
し
な
が
ら
、
若
者
や
女
性
が

「
こ
こ
で
暮
ら
し
て
み
た
い
」、「
関
わ
っ

て
い
た
い
」と
思
え
る
よ
う
な
ス
ト
ー

リ
ー
を
、
地
域
の
住
民
・
事
業
者
・
行

政
が
協
働
し
て
知
恵
を
出
し
合
い
、

創
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
、
人
口
減

少
対
策
と
し
て
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と

な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
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